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 2020年2月8日（土）、PS IDIC にて 建築家 彦根アンドレ
アさん主催のプラットフォーム「第 5 回 Architects for 
Future Voice of under30 Iwate vol.1」が PS Clubとのコ
ラボ企画で開催されました。岩手に関わる 30 歳未満の４名
の方々がスピーカーとして発言されました。

 株式会社 D・LIFE で 住宅の現場監督をしている及川さんは、
旭川での大学時代にログハウスやシェル構造の氷ドーム作り
を経験したとのこと。自転車や鉄道が好きで、理想の家は８
坪とのことで模型を披露してくれました。JR 九州ななつ星の
ような空間が理想で、小さくても豊かな空間で、電気を買わ
ない、車を持たない生活をしたいそうです。雪景色がドラマ
ティックで好きなので雪の降る地域で暮らしていきたいとも。

 株式会社コミュニティスケープに勤務する大石さん。大学で
風景から風土を読み取るランドスケイプデザインを学び、自
身の育った盛岡市の松園地区を調査し風土記を作成したそう
です。風土を読み取ってどのような暮らし方ができるか考え、
まちづくりに返していきたいそうです。自分の土地を知ること
は災害から身を守る為にも大切で、住民ひとりひとりがその
土地を意識してほしいと言います。

 まちづくり会社 sasatta.llc 社長の南條さん。インターンで
訪れた紫波町の大人たちに魅了され、インターン終了後も紫
波町に通い、昨年、紫波町へ移住されてきたそうです。紫
波町に訪れるたくさんの学生が学んで終わりではなくアク
ションに繋げられるよう何かしたいとの思いにかられて会社を
設立。現在、若者が学び続ける拠点を作る「YOKOSAWA 
CAMPUS PROJECT」が進行中で、紫波町日詰商店街の
空き家をリノベーションされているそうです。その改修にか
かる費用の一部をクラウドファンディングにて募る活動もさ
れています。まちづくりは目指すものではなく結果的に作ら
れていくものだと言います。

 多摩美術大学の尾形さんは、都市環境を研究し「熱都」を「涼
都」に変える取り組みを行なっているそうです。省エネと熱
中症予防のクールシェアについて、2020 オリンピックの暑
熱対策の提案を発表されました。からくり人形が打ち水する
打ち水自転車といった美術大学ならではのアイデアも。尾形
さんの理想の住宅としては、植物が設備として取り入れられ、
生活水が綺麗に循環し最後は水遊びに使えるほど浄化され
ることだそうです。
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 主催者のアンドレアさんがこのプラットフォームを立ち上げた
のは、自身の子どもを見ていて、自分たちの未来は自分たち
で作った方がいい、その為に狭い世界だけではなく横の繋が
りを作った方がいいとの考えから。場所と機会を与えて一度
発言する、思いを引き出すことで動き出すものがあるのでは
とのことです。今回岩手で行なったのは地域の話は地域で行
い、中で盛り上げるのが大切だからと言います。

 プラットフォームの後には、１階でティータイムを過ごしたり、
会場であるPS IDIC の見学会を行いました。PS IDIC はアン
ドレアさんが under30 の時に設計された建物で、2018 年
JIA25 年賞を受賞しました。 PS IDIC の設計と環境、PS が
どのように使ってきたかを見て聞いて感じていただけたので
はないでしょうか。

 今回のプラットフォームは、気づきや発見の場、未来を考え
る機会になったかと思います。PS Club では様々な分野の
皆様と一緒に、各ニーズにあった環境を見つけていく活動を
しています。盛岡にも情報センターPSモリオカがございます。
ご見学・ご相談など是非お気軽にお越しください。

 オーディエンスからは感想やあたたかい意見、期待の言葉な
どがありました。そして夢は何か、オーディエンスに対してお
願いしたいことはないかとの質問に対しては、スピーカーの
方々の本音が引き出されたように思います。
 及川さんは電気もお金も使わず物々交換で、稼がないけど
生活には困らない生活が夢。岩手に戻ってきたので今は岩手
を見る時間が欲しいとのこと。南條さんは、多拠点生活した
い。今行なっているクラウドファンディングの支援も是非と
PR されました。次の物件にも投資していきたいそうです。
尾形さんは緑いっぱいの街で地球の循環のように人の生活も
循環する都市作りが夢。自然に倣い自然を活かし、建築の

デザインで解決したい。打ち水自転車のスポンサーも募集し
ているとのことです。大石さんはランドスケイプデザインとい
うものを仕事しながら自分のものにし、学んだことを地元の
岩手に返したい、故郷松園が残り続けていくような活動がし
たいそうです。今は盛岡の公園設計をしているので何か話し
があれば是非とのことでした。


